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 世
羅
町
重
要
文
化
財 

播
磨
石
塔
群 

昭
和
44
年
11
月
20
日
指
定 

 

別
迫
の
播
磨
の
石
塔
群
の
構
成
は
、
か
つ
て
堂
山
に
あ
っ
た
結
晶
石
灰

岩
製
の
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

を
含
む
五
輪
塔
群
（
現
在
地
に
移
転
し
て
来
た
も
の
）

と
廃
福
仙
寺
跡
の
古
石
塔
群
、
そ
し
て
赤
羽

あ
か
ば
ね

の
宝
篋
印
塔
の
三
箇
所
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
廃
福
仙
寺
跡
の
宝
篋
印
塔
は
、
川 

原
石
で
覆
っ
た
盛
土
上
に
あ
っ
て
、
高
さ 

1.12

m
、
相
輪
部
の
一
部
を
欠
く
ほ
か
は
完 

存
し
て
お
り
、
室
町
時
代
の
造
立
と
推
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。
傍
ら
に
は
大
型
相
輪
が 

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
か
な 

り
大
型
の
宝
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り 

ま
す
。 

五
輪
塔
十
数
基
は
、
南
北
朝
初
期
か
ら 

室
町
時
代
の
も
の
で
、
層
塔
は
高
さ
1.05

m
、 

相
輪
部
を
欠
い
て
い
ま
す
が
、
南
北
朝
時 

代
の
造
立
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

円
形
の
盛
土
に
立
つ
赤
羽
の
宝
篋
印
塔
は
、 

高
さ
100
㎝
で
、
相
輪
部
第
７
輪
以
上
を
欠 

い
て
い
る
以
外
は
完
存
し
て
い
ま
す
。
形 

式
か
ら
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
期 

頃
の
造
立
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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世
羅
町
重
要
文
化
財 

結
晶
石
灰
岩
製
宝
篋
印 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 
 
 
 

こ
本
塔
は
、
町
内
に
あ
る
結
晶
石
灰
岩
製
の
宝
篋
印
塔
で
は
完
存
で
保

存
状
態
の
良
い
石
塔
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
す
。 

石
塔
は
、
下
部
の
基
壇
を
含
め
て
の
高
さ
は
1.27
ｍ
。
基
壇
は
同
質
の
材

で
方
形
に
切
ら
れ
、
高
さ
12
㎝
、
幅
は
43
㎝
。
基
礎
は
二
段
式
で
高
さ
27.8

㎝
、
幅
は
31
㎝
、
側
面
は
素
面
で
高
さ
20.5
㎝
で
す
。 

塔
身
は
高
さ
18
㎝
、
幅
18.5
㎝
と
ほ
ぼ
方
形
で
、
四
面
に
金
剛
界
四
仏
を

種
子
（
梵
字)

：
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
）
で
陰
刻
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
下
端
の
中
央
に
7.5
㎝
の
枘
が
出
て
い
ま
す
。 

 

笠
は
高
さ
28.6
㎝
、
軒
幅
28
㎝
で
、
隅
飾
は
高
さ
7.5
㎝
と
し
て
短
い
。

段
形
は
上
五
段
、
下
二
段
で
、
下
端
の
幅
21
㎝
、
上
端
（
露
盤
）
は
幅
12.5

㎝
で
、
中
央
に
径
10
㎝
、
深
さ
10
㎝
の
枘
穴
が
あ
り
ま
す
。
相
輪
は
高
さ

42.5
㎝
、
請
花
に
は
上
下
と
も
八
葉
の
単
弁
を
刻
出
し
て
い
ま
す
。
造
立
は

室
町
時
代
中
期
末
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

石
塔
は
、
径
５
ｍ
、
高
さ
2.5
ｍ
の
小
円
墳
状
の
土
盛
の
上
に
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
塔
の
石
材
は
、
県
北
の
神
石
高
原
町
や
、
岡
山
県
川

上
郡
備
中
町
あ
た
り
か 

ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の 

と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、 

基
礎
部
は
二
段
式
と
な 

り
、
格 こ

う

狭
間

ざ

ま

は
ほ
と
ん 

ど
刻
出
さ
れ
て
い
ま
せ 

ん
。 

町
内
で
は
こ
の
他
、
久
代
谷
・

青
近
（
瀬
近
行
者
ヶ
原
）
・
西
上

原
な
ど
に
小
円
墳
状
の
土
盛
り

の
上
に
祀
ら
れ
た
例
が
み
ら
れ

ま
す
。 

 

堂山を含む廃福仙寺跡の古石塔群 廃福仙寺跡の宝篋印塔 赤羽の宝篋印塔 


